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平成２７年度
課長
検算者
担当主幹
担当主幹
担当主幹
主査
設計者
款 資本的支出
項 建設改良費
目 原水及び浄水施設費
    1　排水管布設工　　　VU φ100mm　　Ｌ＝　  51.5　ｍ
    2　汚水桝設置工　　　　　　　 　　　　　　Ｎ＝　　　6箇所
 浄水　第　３７  号工事設計書
工事場所　　松阪市　甚目町　地内
工事名   三雲浄水場 排水設備工事
工事の大要
設計額  　　　　　　　　　　　（うち消費税等相当額　\　　　　　　）
工期   平成２８年３月１０日限り
支出科目
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位　　置　　図
          平成２７年度 浄水第３７号
三雲浄水場 排水設備工事
雲出川
工事箇所
三雲浄水場
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平成２７年度  浄水第３７号 

三雲浄水場 排水設備工事 

仕 様 書 

津市水道局 
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一般事項 
１ 工事概要 
 工 事 名 平成２７年度 浄水第３７号  
三雲浄水場 排水設備工事 
工事場所 松阪市 甚目町 地内 
工事内容 (1) 排水管布設工 ＶＵφ１００ｍｍ Ｌ＝５１．５ｍ 
(2) 汚水桝設置工 Ｎ＝６箇所 
２ 一般事項  
１）適用基準 
・三重県公共工事共通仕様書（三重県県土整備部） 
・下水道工事標準仕様書（公益社団法人日本下水道協会） 
・国土交通省道路工事占用工事共通仕様書（国土交通省） 
２）官公庁その他への届出手続等 
(1) 工事上必要な官公庁への諸手続等は原則として請負者が行うこと。 
(2) 諸手続等を行うにあたっては、その内容についてあらかじめ監督員へ報告すること。 
３）本工事の廃棄物について 
(1) 廃棄物の処理を、請負者が自ら行うときは、「廃棄物処理法」に基づき、自らが廃棄物の
収集・運搬をして、自社の処分場へ処分すること。 
(2) 廃棄物の処理を委託するときは、廃棄物処理法に基づく、産業廃棄物の収集・運搬及び処
分を業として、知事の許可を取得している者に委託することとし、あらかじめ当該許可証
及び委託契約書の写しを提出すること。 
(3) 工事により生ずるコンクリート、アスファルト及び木材については、建設リサイクル法に
基づき分別を行うと共に有資格の中間処理業者に処理を委託する等、再資源化を行うこと。
また、その他の廃棄物についても再資源化に努めること。 
４）施工計画書 
工事の着手に先立ち、次の内容を記載した施工計画書を作成し、監督員の承諾を得ること。 
なお、実施工程表の内容を変更する必要が生じた場合は、監督員と協議するとともに、各種
工程等支障がないように適切な措置を講ずること。 
(1) 施工計画 
・排水管布設工、汚水桝設置工、その他の概要、範囲 
・工事の手順、作業時間、使用機械類及び作業人員等 
・下請業者リスト（工種、担当者、電話番号、指定工事業者、許可、資格等の写しを添付） 
・現場組織図（担当者の連絡先等記載） 
・工法及び仮設計画図（仮設トイレ設置） 
(2) 安全管理計画 
・騒音、振動及び粉塵等の防止策 
・重機、車両災害防止、墜落飛散落下防止及び防火対策 
・工事関係車両運行経路計画及び工事車両等駐車計画 
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・工事関係者車両誘導員の配置計画 
・緊急連絡組織計画 
(3) 廃棄物処理計画 
・搬出される廃棄物の種類、数量及び処理計画（再生資源利用促進計画の実施状況記録） 
・産業廃棄物収集運搬業の許可証及び許可車両一覧の写し（収集運搬を委託する場合） 
・収集運搬車両の最大積載量のわかる書類（車検証写し等） 
・建設廃棄物処理業委託契約書の写し 
・最終処分場の許可書の写し（中間処理にあたっては中間処理施設の許可書の写し） 
・最終処分場の案内図(中間処理にあたっては中間処理施設の案内図) 
(4) その他 
・工事の経過写真撮影計画 
５）工事の記録及び竣工書類 
(1) 監督員と協議した結果について、記録を整備すること。 
(2) 工事の全般的経過を記載した書類を作成すること。 
(3) 工事の経過を記録した写真を整備すること。 
・着手前の現場全景及びその周辺 
・対象建物等の現況写真 
・仮設物及び安全措置状況 
・工程写真（作業状況、工事完成後不可視となる部分については入念に撮影のこと。） 
・廃棄物収集運搬車両への積込み時及び積み降ろし時 
・工事後の現場全景（着手時と同一アングル） 
(4) 竣工時には、次の書類を同一冊子にまとめて提出すること。 
・監督員の承諾を受けた施工計画書 
・搬出された廃棄物の処理状況記録 
・廃棄物の再生資源化実施状況記録（計画数量上段に実施数量（ ）書きしたもの） 
・完成図 
・マニフェストＡ・Ｂ２・Ｄ・Ｅ票の写し（原本の提示を含む）及び廃棄物数量集計票     
・前記(1)～(3)までの記録書類及び写真 
６）工事施工条件 
(1) 作業は午前9時から午後5時までの間とし、日曜日及び祝祭日は作業をしないこと。た
だし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。 
(2) 工事の施工に当たっては、地下の埋設物、配管、配線等について、十分注意し、支障をき
たさないよう施工方法を定めること。 
７）浄化槽の埋設等 
(1) 既設浄化槽の埋設は、浄化槽点検業者の清掃に合わせ、機器類の軽微な撤去とし、良質な
砂の投入をもって埋設するものとする。 
(2) 機器類の廃材については、関係法令に基づき適正に処分すること。 
８）工事中の安全確保 
(1)本工事は、浄水場敷地内での工事であるため、関係法令に従い適切に施工とするものとし、
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作業従事者の安全管理はもとより、水質事故のなきよう適切に管理すること。 
(2)作業時 には急速ろ過施設への防塵対策として、必要に応じ散水を行うこと。 
(3)工事に使用する機械は低振動、低騒音型解体機種とすること。また、工事に伴い発生する
騒音・振動等については、関係法令を厳守のうえ低減を図るものとし、下請けとする場合
は、この旨を指示し厳守させること。 
(4)気象予報又は警報等について常に注意を払い、災害の防止に努めること。 
(5)本工事は、浄水場施設の運転を日常的に行う中で実施するものであり、三雲浄水場運転管
理業務委託の受注者と十分な打合せを行った上で施工するものとする。 
９）近隣住民対応等 
 ・本工事に関して、近隣住民等から説明の要求又は苦情があった場合は、直ちに誠意を持
って対応すること。 
 ・工事関係車両により近隣家屋等に損傷を与えないように十分注意し、万一、損傷した場
合は監督員と協議するとともに、速やかに誠意を持って対応すること。 
 ・工事関係車輌による道路の破損には十分注意し、破損が生じた場合は道路管理者と協議
の上、請負者の負担において速やかに修復すること。 
１１）運搬車両等 
(1)交通安全については万全を期すとともに、次の事項を厳守すること。 
 ・工事車両及び工事関係車両の運行経路及び駐車場所等は監督員と協議するものとする。 
 ・車両の積荷については、関係法律等を厳守すること。 
 ・車両運行に当たっては、周辺住民に迷惑をかけないよう十分注意すると共に、大型車両
が通行する時（重機・仮設資材搬入及び搬出時、発生材搬出時等）安全対策について万
全を期すこと。 
 ・工事車両は最徐行し、交通安全に最大の注意をはらうこと。 
(2)周辺道路に工事車両からの落下物等があれば、速やかに取り除くものとする。 
１２）その他 
   (1)要件に関する事項 
   本工事は松阪市内での公共下水道へ接続する排水設備工事であるため、受注者は松阪市公
共下水道排水設備指定工事店であること。 
(2)部分下請負通知書に関する事項 
    受注者は、工事の一部分について下請負させる場合は、事前に部分下請負通知書を監督員
に提出するものとする。 
(3)施工体制台帳等に関する事項 
  受注者は、工事を施工するために、下請負契約を締結した場合には、下請金額にかかわら
ず施工体制台帳を作成し、工事現場に備えるとともに、その写しを監督員に提出すること。 
(4)現場の管理に関する事項 
  受注者は、現地工事開始とともに、現場代理人（監理技術者が必要な場合は監理技術者）
を現地に常駐させ、工事の進捗と安全管理、火災、盗難、その他の事故防止に十分な注意
を払い、労働災害の防止に努めるものとする。 
月に延べ４時間以上の安全講習を実施すること。また、常に整理・整頓をし、工事完了
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に際しては、施工場所及び排水流末の側溝清掃を実施するものとする。 
現場代理人、監理技術者、主任技術者（下請負を含む）及び元請負の専門技術者（専任
している場合のみ）は、工事現場において、工事名、工期、所属会社名及び社印、顔写真
の入った名札を着用するものとする。 
事故・災害が発生した場合は、直ちに本市監督員に報告すること。 
 〈名札の例〉 
     主任（監理）技術者 
氏 名  ○ ○ ○ ○ 
工事名  ○○○○○○○工事 
工 期  自○○年○○月○○日 
     至○○年○○月○○日 
会 社  ○○○○○設備  印 

写 真 

2cm×3cm 
          注１）用紙の大きさは名刺サイズ以上とする。 
          注２）所属会社の社印とする。 
(5)排出ガス対策型建設機械の使用に関する事項 
  本修繕において、仕様書に明示する建設機械は、排出ガス対策型建設機械指定要領に基
づき国土交通省で指定された建設機械を使用するものとする。 
なお、排出ガス対策型機械に代えて、国土交通省で認定された排出ガス浄化装置を装着
した建設機械についても、排出ガス対策型と同等とみなすものとする。 
  排出ガス対策型建設機械を使用する場合は、施工計画書（三重県公共工事共通仕様書
1-1-5施工計画書(4)指定機械）の中で、(1)機種、(2)メーカー名、(3)型式、(4)台数等を記載
するものとする。 
なお、排出ガス対策型建設機械を使用しない場合は、設計変更の対象とする。 
ただし、機械損料に差額のない機種についてはこの限りでない。 
 (6)前金支払いに関する事項 
     請負金額が１３０万円以上の契約において、受注者が公共工事の前払金保証事業に関す
る法律に規定する保証事業会社の保証を明示した場合で、津市水道局が必要と認めたとき
は、契約金額の１０分の４以内で、かつ当該支出予算の範囲内で前払いするものとする。    
(7)提出書類に関する事項 
     工事完成報告書の提出部数は２部とする。なお、公共汚水桝への接続（汚水流入）の際 
   には、松阪市上下水道部担当の確認検査を受けるものとし、その提出書類は松阪市担当の指
示によるものとする。 
１３）疑義 
(1)本仕様及び特記仕様等の内容について不明な点がある場合は、監督員の説明を受けること。 
(2)その他の疑義についても、すべて監督員の指示によるものとする。 
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　　　２.再生砕石（RC-40）の品質規格  参照
再生砕石（ＲＣ－４０）の使用についての留意事項
　津市の建設工事においては三重県公共工事共通仕様書（三重県建設副産物処理基準）
に準拠し、再生資源の有効利用の促進を掲げている。ついては、再生砕石(RC-40)の使用
にあたり下記に十分留意すること。
○再生砕石を納入の都度、監督員に納品伝票（写し）を提出すること。
　搬入される材料によっては、路面等が膨れ上がる等の現象が発生する恐れがあ
ることから、使用材料確認表（材料確認願）で確認を得た材料以外の再生砕石等
の混入がないよう対策し、施工前に異常（異物の混入、軽量である等）を確認し
た場合は、使用しないなどの品質管理に努めること。
○三重県公共工事共通仕様書に基づき、品質管理に注意し施工すること。
三重県公共工事共通仕様書（平成２４年７月）添付資料
　４．三重県建設副産物処理基準
　　第９条  再生資源及びリサイクル製品等の利用
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産業廃棄物収集運搬車
氏名又は名称
許可番号 第○○○○○○号
産業廃棄物収集運搬車
氏名又は名称
3.2㎝以上
3.2㎝以上
排出事業者が自ら収集運搬する場合の表示例
4.9㎝以上
【産業廃棄物収集運搬車への表示・書面備え付け】
産業廃棄物の収集運搬に係る表示及び書面備え付けを行うものとする。
産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）収集運搬業者の表示例
4.9㎝以上
3.2㎝以上
産業廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車である旨の表記
許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)
統一許可番号(下６桁)
(1)JIS Z 8305で規定されている大き
さ
1ﾎﾟｲﾝﾄ＝0.3514㎜
(2)JIS Z 8305で規定された大きさを
1㎜単位で四捨五入した数値です。
産業廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車である旨の表記
許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)
産業廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車である旨の表記
許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)
統一許可番号(下６桁)
産業廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車である旨の表記
許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)
産業廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車である旨の表記
許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)
統一許可番号(下６桁)
産業廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車である旨の表記
許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)
氏名又は名称
　れたり、容易に書き換えられないようにすること。汚れ等が付着した場合は、ただちに取り除くこと。
　はめ込みプレート、マグネットにより着脱が可能な方法で表示を行う場合、ステッカー等の素材には風雨
　に耐えられるものを使用すること。また、走行中に破損したり、車体から外れたり、他者に容易に取り外
　されないようにすること。
・　文字・数字には、車体・ステッカー等の色を考慮し、識別しやすい色を用いること。また、風雨でかす
・　車両の両側面（車体の外側）の見やすい位置にわかりやすいように表示すること。
・　表示は車体に直接塗装するか、プレートを車体に鋲で固定することが望ましい。やむを得ずステッカー、
3.2㎝以上
表示方法に関する注意事項
許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)
(1)JIS Z 8305で規定されている大きさ
1ﾎﾟｲﾝﾄ＝0.3514㎜
(2)JIS Z 8305で規定された大きさを
1㎜単位で四捨五入した数値です。
許可業者の氏名又は名称(許可証記載のとおり)
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暴力団等の不当介入の排除等に関する特記仕様書 

１ 趣旨 
この特記仕様は、本市が締結する契約等からの暴力団、暴力団関係者、 
暴力団関係法人等（以下「暴力団等」という。）の不当介入を排除し、契約
等の適正な履行を確保することに関し、必要な事項を定めるものとする。 

２ 用語 
  この特記仕様における用語は、津市の締結する契約等からの暴力団等排除
措置要綱（平成２１年津市訓第３４号）において使用する用語の例による。 

３ 受注者等の義務 
  本市の契約等の相手方及び下請負人等（以下「受注者等」という。）は、
暴力団等と認められる下請負人等を使用してはならない。 
  受注者等は、暴力団等と認められる資材販売業者から資材等を購入して
はならない。 
   受注者等は、暴力団等と認められる廃棄物処理業者が有する廃棄物処理
施設及び廃棄物処理業者等を使用してはならない。 
  受注者は、本市と締結した契約等の履行に当たり、受注者等が暴力団等
による不当介入を受けたときは、断固としてこれを拒否し、直ちに本市に
文書にて報告するとともに所轄の警察署に通報し捜査上必要な協力をする
ものとする。この場合において、捜査上必要な協力を行ったとき、受注者
は速やかに本市に文書にてその内容を報告しなければならない。 
なお、受注者等が不当介入を受けたことを理由に契約期間の延長等の措
置が必要となったとき、受注者は本市に契約期間の延長等を求めることが
できる。 

４ 入札参加資格者等及び受注者等に対する措置 
入札参加資格者等又はその役員等が暴力団等と認められるとき、暴力団等 
と密接な関係を有していると認められるときなどは、当該入札参加資格者等
に対し、津市建設工事等指名停止基準（平成２１年４月８日施行）に基づく
指名停止措置を講じるものとする。 
また、上記３の義務に違反した受注者等に対しても、同様に指名停止措置
を講じるものとする。 

５ 契約等の解除 
  上記の暴力団等と認められるときなどにより指名停止措置が講じられた入
札参加資格者等との契約等については、これを解除することができる。 
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配慮依頼事項 

受注者においては、この契約を履行するにあたって、下記のことについ
て御配慮いただくようお願いします。 
なお、当該配慮依頼事項は、発注者である津市が受注者の自由な協力を
お願いするものであり、受注者が津市のお願いに応じなかった場合に、受
注者に対して、不利益を課すものではありません。 
記 
  下請契約又は再委託（一次下請以降のすべての下請負人又は再委託者
を含む。）が認められた契約にあっては、下請契約又は再委託等において
市内本店事業者を活用することに配慮してください。 
  資材、原材料等の調達が必要となる場合は、市内本店事業者から調達 
すること及び地元製品、地元生産品を使用することについても配慮して 
ください。 
  建設機械、機器等の借入れが必要となる場合は、市内本店事業者から 
 借入れすることに配慮してください。 
  業務従事者等の使用人等が必要となる場合は、使用人等に市民を活用 
することに配慮してください。 
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№１
明　示　項　目
工　程　関　係別途工事との工程調整が必要あり調整項目　（資材等の流用仮設及び工事用道路等の調整建設機械等の調整
施工順序の調整
その他（工区内隣接作業あり）
別途協議）
施工時期、施工時間及び施工方法の制限あり
制限する工種名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　施工時期及び施工時間（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
施工方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
他機関との協議が未完了
協議が必要な機関名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　協議完了見込み時期（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
占用物件との工程調整の必要あり
占用物件名（
電気
電話
水道
ガス
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　））
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（浄化槽点検業務委託の清掃と調整を要）

用　地　関　係用地補償物件の未処理箇所あり未処理箇所（別添図№　　　　　　～№　　　　別途協議）
完了見込み時期（
平成　　　年　　　月頃
別途協議)
仮設ヤードの有無
仮設ヤード（
官有地
民有地
その他（　　　　　　　　　）
別途協議）
仮設ヤード使用期間（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
仮設ヤードからの運搬距離（Ｌ＝　　　　　　ｋｍ）
使用条件・復旧方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
公害対策関係施工方法の制限あり制限項目（騒音振動水質粉じん排出ガスその他（　　　　　　　　　））
施工方法等（
指定工法名（　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　）
別途協議）
施工時期（　　　　　　　　　　　　　　　　）
事業損失防止に関する調査あり
調査項目（
騒音測定
振動測定
水質調査
近接家屋の事前・事後調査
地盤沈下測定
地下水位等の測定
その他（　　　　　　　　　　　　　）
別途協議）
調査方法（
別途資料
その他（　　　　　　　　　　　　　　）　
別途協議）
調査費（
計上あり
その他（　　　　　　　　　　　　　　）
別途協議）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

特記仕様書（施工条件明示一覧表）
明　　示　　事　　項条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容

安全対策関係交通安全施設等の指定あり交通安全施設等の配置（別途図面その他（　　　　　　　　　　　）別途協議）
交通管理要員の配置（
別途図面
その他（　　　　　　　　　　　）
別途協議）
指定路線
指定路線以外
人／日）   （うち交通誘導員Ａ（　　 　人／日））
施工時間の制限
近接公共施設等に対する制限
工法制限あり
・近接公共施設名等（
鉄道
電気
電話
水道
ガス
その他（　　　　　　　　））
・制限を受ける工種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・制限内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
土砂崩落・発破作業に対する防護施設等に指定あり
安全防護施設等の配置（
別添図面
その他（　　　　　　　　　　）
別途協議）
保安要員の配置（
別途図面
その他（　　　　　　　　　　）
別途協議）
イメージアップ経費適用工事
イメージアップの内容（率分）　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
イメージアップの内容（積上）　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
       明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、甲（発注者）と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
津市水道局
       別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。
平成２４年７月
(                   )
（注:配置人員数の変更は原則として行わないものとする。但し、指定路線以外で交通誘導員Ａが配置できない場合は変更の対象とする。）
配置人員数（
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№２
明　示　項　目
工事用道路関係一般道路（搬入路）の使用制限あり経路及び使用期間の制限内容（　別添図等その他(　　　　　　　　　)別途協議）
仮設道路の設置条件あり使用中及び使用後の措置（　別添図等その他(　　　　　　　　　)別途協議）
用地及び構造（　別添図等その他(　　　　　　　　　)別途協議）
安全施設（　別添図等その他(　　　　　　　　　)別途協議）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
仮設備関係仮設備の設置条件あり使用期間及び借地条件（　別添図等その他(　　　　　　　　　)別途協議）
転用あり　　（　　　　　　　　　　回）
兼用あり　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
仮設物の構造及び施工方法の指定構造及び設計条件（　別添図等その他(　　　　　　　　　)別途協議）
施工方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）その他　　（仮設トイレの設置　し尿くみとり費用含む）
残土・産業廃棄物
残土処分　（自由処分）残土処分地（　別添図等その他(　　　　　　　　　)別途協議）　運搬距離（Ｌ＝　　km）
関係残土処分　（指定処分・他工事流用）処分地の処理条件あり　（押土整地その他（処分地未定につき相互協議とする。暫定運搬距離8km））
産業廃棄物の処理条件あり産業廃棄物の種類（コン塊アス塊木材汚泥その他（　　　　　　　　　　））
産業廃棄物の処分地（再生処分場（　　　　　　　　）最終処分場（　　　　　　　　）別添図書
その他（　　　         　　）別途協議）　　運搬距離（Ｌ＝　6km）
【注：その他の項目（　　　　　）については、処分地を指定しなければならない場合にのみ記入のこと】
処分地の処理費
（
計上あり（
処理料
押土整地
被覆土）
その他（　　　　　　　　　）
明　　示　　事　　項条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容
特記仕様書（施工条件明示一覧表）
処分地の処理費
（
計上あり（
処理料
押土整地
被覆土）
その他（　　　　　　　　　）
別途協議）
処分場での受入条件（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　提出書類あり
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
工事支障物件関係
工事支障物件あり支障物件名（鉄道電気電話水道ガス有線その他（　　　　　　　　　　））
移設時期　（平成　　　年　　　月頃別途協議）
　防護（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
       明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、甲（発注者）と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
津市水道局
       別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。
平成２４年７月
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№３
明　示　項　目
排水工（濁水処理
濁水、湧水等の排水に際し、制限あり項目及び基準値　　（水質汚濁防止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
を含む）関係
水質調査等必要あり
調査項目　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
薬液注入関係薬液注入工法等の指定あり工法区分（　　　　　）　　材料種類（　　　　　）　　施工範囲（　　　　　）
削孔数量（　　　　　）　　注入量（　　　　　）　　その他（　　　　　）
提出書類あり
工法関係（　　　　　）　　材料関係（　　　　　）
注入量の確認、注入の管理及び注入の効果の確認
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
再生材使用関係再生材使用の指定あり再生材の種類　（再生Ａｓコン再生路盤材再生クラッシャーラン道路用盛土材）
再生材が使用出来ない場合の措置（
新材に変更
その他（　　　　　　　）
別途協議）
六価クロム溶出試験あり（環境告示第46号溶出試験）
再生コンクリート砂（１購入先当たり１検体の試験を行い、試験報告書には、使用する工事名称、所在地を記載する）
三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく
三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用する。
認定製品の使用について
　　　（認定製品の品名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用するように努める。
　　　（認定製品の品名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　【注：認定製品の品名欄については、設計単価表の品名を記入すること】
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
そ　の　他工事用機材の保管及び仮置きの必要あり保管場所（　　　　　）　　期間（　　　　　）　　その他（　　　　　）
現場発生品あり
品名（　　　　　）　　数量（　　　　　）　　保管場所（　　　　　）　　その他（　　　　　）
支給品あり

品名（　　　　　）　　数量（　　　　　）　　引渡場所（　　　　　）
時期（平成　　　年　　　月　　　日）　　その他（　　　　　）
盛土材等工事間流用あり
運搬方法　（
請負者で運搬
請負者以外で運搬
別途協議
その他（　　　　　　　　））
明　　示　　事　　項
条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容
特記仕様書（施工条件明示一覧表）
盛土材等工事間流用あり
運搬方法　（
請負者で運搬
請負者以外で運搬
別途協議
その他（　　　　　　　　））
引渡場所　（
別添図等
別途協議
その他（　　　　　　　　　））
数量（　　　　　）　　運搬距離（Ｌ＝　　　　　　km）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
適　用　条　件三重県公共工事共仕様書（平成２４年７月版）を適用　　（部分改訂を行った内容も含む）
「土木構造物設計マニュアル（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編」を適用
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
入札・契約方式入札時VE方式契約前のVE提案に基づき施工しなければならない。
契約後VE方式
契約後にVE提案を受け付ける。
設計・施行一括発注方式
細部設計の承認を受けなければならない。
プロポーザル方式
総合評価方式
（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
      明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、甲（発注者）と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
津市水道局
      別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。
平成２４年７月
本件工事で提案不履行があった場合は、本件工事完成年度の翌年度に総合評価方式で発注する案件（以下「発注工事」という。）
で、貴社の評価点において発注工事の加算点（満点）の１割を減点します。
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№４
明　示　項　目
電　子　納　品工事写真工事写真は電子納品とする。電子媒体の提出部数は、（２部（　　　　）部）とする。
工事完成図書（工事写真含む）
電子媒体の提出部数は（
２部
（　　　　）部）とする。
工事完成図書（試行）
最終変更設計図面・竣工図面
産業廃棄物
工事カルテ作成・三重県公共工事共通仕様書に基づき、工事カルテ作成・登録を行うこと。
登録
建設副産物情報
交換システム
本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の４月１日から
８月３１日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納税証明書等を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うこと。な
お、この期間を超えて請求することはできない。また、設計数量を超えて請求することはできない。
三重県公共工事共通仕様書に基づき、建設副産物情報交換システム（副産物システム、発生土システム）にデータを入力すること。
特記仕様書（施工条件明示一覧表）
明　　示　　事　　項条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容
電子納品の取扱いは「三重県CALS電子納品運用マニュアル（案）」によるものとする。なお、「試行」とは、正式な成果物は紙納品
し、並行して電子納品を試行的に実施するものである。
延長、使用材料、舗装復旧面積等に変更が生じた場合は、水道局監督員の指定するファイル及び方法で当初図面の修正を行い、
指定する日時までに提出すること。また、最終変更設計書図面(変更が生じなかった場合は当初図面)及び竣工図を水道局監督員
の確認を受けた後、トレーシングペーパー(A2)及びCD-R(メディア本体に工事名、工期及び請負業者名を記入)をTIFFファイル及び
当初図面を修正したファイルで工事完了後７日以内に提出すること。
工事完成図書は電子納品とする。ただし、電子化が困難な部分については監督員の協議承諾を得たものについてはこの限りでない。
（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
      明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、甲（発注者）と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
津市水道局
      別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。
平成２４年７月
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